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花粉症など外来性病原物質による
病態発現の防止製剤の開発
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スギ花粉症の病因と発症メカニズム

スギ花粉症は即時型アレルギー反応であり、多糖類鎖中

ガラクチュロン酸結合部位を切り離す花粉上のＣｒｙｊ１と

Ｃｒｙｊ２という二種のペクチンを分解する酵素蛋白を主た

るアレルゲン（抗原）としている

花粉は一般病原物質と比較して異常に大きなプラスに

帯電した物質である

表面に抗原を持つ花粉の断片が粘膜にある肥満細胞上

のIgE抗体と結合・架橋することで、肥満細胞からヒスタ

ミンが放出され、症状が発現する
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スギ花粉症の特異性と問題点

大部分の花粉症患者は通常は健常人

日本人約５人に１人以上が罹患している

適切で現実的な治療法に乏しい（対症療法のみ）

幼小児にまで患者層が拡大

多様な症状でＱＯＬが損なわれる

屋外での活動が阻害される

症状による生産性の低下が見られる
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スギ花粉の捕捉におけるペクチンとDNAの協調効果

　　ペクチン・核酸の花粉囲い込み実験

Ｃｏｎｔｒｏｌ（蒸留水のみ） ：　花粉は分散

ペクチン存在下 ：　花粉の連鎖形成・花粉の自由運動抑制

ペクチン＋DNA存在下 ：　花粉粒子がさらに凝集（Aggregation）
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ペクチンとDNAによるスギ花粉の白血球凝集の協調抑制

花粉と白血球の反応

Ｃｏｎｔｒｏｌ（細胞培養液のみ） ：　花粉は白血球の周囲に集積

ペクチン存在下 ：　花粉に白血球は集積する傾向弱い

ペクチン＋DNA存在下 ：　花粉はにDNAとペクチンで凝集し、白血球に集積しない
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ヒスタミン放出におよぼすペクチン類とDNAの協調抑制
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花粉症の改善作用のまとめ

即効性 ：　２-３分以内に眼のかゆみ、鼻づまりが改善される

持続性 ：　一日に４-５回の点鼻と点眼で十分な効果が得られる

快適な睡眠 ：　就寝から翌朝まで、鼻づまりや鼻水から開放され、

　　 　　　　　　　　　　快適な睡眠が得られる

予防効果 ：　外出前後の使用で、野外での活動が可能である

脱感作効果 ：　数週間の使用で徐々に花粉に耐性ができる可能性
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スギ花粉とインフルエンザウィルス

スギ花粉 インフルエンザウィルス

【構造（電子顕微鏡写真）】
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インフルエンザウィルスの構造

ヘマグルチニン ： 細胞膜表⾯のシアル酸に結合し、細胞への感染を⾏うタンパク質
ノイラミニダーゼ： 細胞内で増殖したウイルスが他の細胞に感染するために必要な酵素タンパク質
          （タミフル、リレンザなどの抗ウイルス薬はノイラミニダーゼを阻害することで作用する）
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ペクチンによるノイラミニダーゼ活性の阻害

Control 0.01% Pectin
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手術後結膜炎に対する効果

Control Pectin
（After 1 week）
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花粉捕捉を介する花粉症（ウイルス感染）防止製剤の
構成上のポイント

　花粉（ウイルス）の捕捉による発症の抑制

　即効性かつ長時間作用

　粘膜刺激作用がない

　均一に粘膜上に展開

　睡眠時から早朝の花粉症状を回避

　外出時の症状発現を防止

　アレルゲンから脱感作できる可能性

ポレノン（Pollenon）製造開発のポイント
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Cationic Agent Trapping Theory
(CAT理論）

DNA類は１塩基毎に１アニオンを有する強力なカチオン
捕捉物質である

ペクチン類は水酸基かエステル基を有する脂質親和性
かつカチオン捕捉物質である

花粉やウィルスはウロン酸類（ペクチンなど）に対する高
い親和性が明らかになった

ペクチンとDNAは花粉、ウィルス、その他のカチオニック
病態起因物質の除去作用の可能性が示唆された

バイオミストのコンセプトおよび概要
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参考資料
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 ⾶散している花粉はバラバラで、粘膜に吸着しやすい状態にあります。このままだと不快なムズムズを引き起こす恐れがありま
す。それらの症状に対してペクチンを投与することで、花粉の表⾯が覆われます。つまり不快成分を無⼒化してしまうのです。
 また花粉にはプラスイオンが多量に存在し、ペクチンに加えマイナスイオンを併せれば、花粉をがっちり包み込み、付着できな
くなります。強いマイナスイオンを帯びた安全な天然成分といえばDNA（核酸）です。下図に示すように、花粉が近づくとD N A 
は花粉とペクチンの周りに集積し、塊を作って花粉を無⼒化することが検証されました。本発明はアレルゲンを無⼒化する画期的
な発明です。

アレルギー反応はアレルゲンが抗体に認識されて初めて起こります。
アレルゲン構造を修飾して抗体によるアレルゲン本体の認識を阻害した場合にはアレルギー反応は誘発されません。 ペクチン類が酵
素基質としてアレルゲンに結合し花粉と患者の抗体（免疫グロブリンＥ）との間に介在することでアレルギー反応の発生を妨ぐこと
ができます。
さらには、花粉表⾯が陽荷電することとウロン酸類および核酸類によるカオトロピック効果をも応用すると、花粉には生体粘膜にア
クセス不能となります。
このようにして、従来の生体に作用する薬剤とは異なる⽅法で花粉症を防⽌治療できる理想的な製剤を開発しました。花粉症患者の
肥満細胞などからのヒスタミン放出を阻害し、副作用も⾒られていません。

病態起因物質の生体への接触防止製剤および防止方法

ペクチンでコーティングされた花粉がくっ
つきあいます。つまり大きな塊になること
で吸着しにくくなるのです

さらにDNAを加えると

ペクチンを加えることで、花粉の表⾯が覆
われます。つまり不快成分を無⼒化してし
まうのです。

花粉にペクチンを加えると

⾶散している花粉はバラバラで、吸着し
やすい状態にあります。
このままだと不快なムズムズを引き起こ
す可能性があります。

花粉の顕微鏡写真



ポレノンパンフレット（裏面）より
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花粉症とは
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http://www.pref.ishikawa.jp/ringyo/pollen/fl/sugi.jpg

スギの花序とスギ花粉および抗原

走査型電子顕微鏡写真像（2000倍）

最近の研究で抗原は花粉の表面に点在していることが明らかになった

光学顕微鏡像（600倍）

花粉のサイズは
10-30μm

スギ雄花序

抗原
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スギ花粉上の抗原が免疫機能を活性化して（感作）、最終的に産生されたIgEが肥満
細胞上に配置される。再度抗原が体内に入ると肥満細胞上のIgEが抗原に架橋されて
反応し、ケミカルメディエーター（ヒスタミン）が放出される。

花粉の抗原と花粉症発症の機序
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肥満細胞

好塩基球

ペクチン

＋

DNA

抗原とペクチン・DNA
による凝集

抗原とペクチン・DNAの反応
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CAT理論とは
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CAT理論とは

種々の病気の原因となる花粉やウイルスなどの表⾯はプラス（＋）に荷電している。
そのために、これらの病体起因物質はマイナス（－）に荷電した物質に吸着する性質
がある。
細胞の表⾯はマイナスに荷電しているために、花粉やウイルスなどの病体起因物質に
吸着しやすく、アレルギー反応やウイルス感染を起こしやすい。

CAT理論ではこれら病体起因物質を、生体に近づけなくするために、強⼒なマイナス
の電荷（ － ）を持つ物質で病原体を吸着することで、症状を引き起こさないようにす
る理論である。

身体に影響の少ない天然の食材の中からこのような成分を検討した結果、核酸とペク
チンの組合せが⾼い効果を⾒いだすことを⾒いだした。

特に、多糖類であるペクチンは花粉症の原因であるペクチン分解酵素と⾼い親和性が
あり、またインフルエンザウイルスのノイラミニダーゼに親和性があることから、核
酸とペクチンの組合せが、アレルギーやウイルス感染症に⾼い効果を示すことが理論
的にも、実験結果からも明らかにされている。


